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農
水
省
が
諫
早
湾
干
拓
事
業
に
よ
り
「
新

た
な
生
態
系
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
」
な
ど

と
宣
伝
し
て
い
る
実
態
が
法
廷
で
明
ら
か

と
な
っ
た
。 

 

九
州
農
政
局
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
諫
早

湾
干
拓
事
業
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
「
新
た
な
生

態
系
の
創
造 

―
事
業
に
よ
り
創
出
さ
れ

た
資
源
― 

」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
「
潮
受
堤

防
の
内
側
に
は
ヨ
シ
原
が
広
が
り
、
ギ
ン
ブ

ナ
等
の
魚
類
が
生
息
し
、
多
く
の
鳥
類
が
生

息
・
休
息
の
場
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
九

州
最
大
級
の
新
た
な
淡
水
性
の
湿
地
生
態

系
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
」
と
あ
る
。 

し
か
し
、
そ
の
実
態
は
以
下
の
と
お
り

だ
。 

【
長
崎
新
聞
２
０
１
１
年
１
１
月
８
日
】 

 

国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
潮
受
け
堤
防

排
水
門
に
つ
い
て
、
漁
業
者
ら
が
国
に
即
時

開
門
を
求
め
た
第
２
、
３
陣
訴
訟
の
第
３
回

口
頭
弁
論
が
７
日
、
長
崎
地
裁
（
井
田
宏
裁

判
長
）
で
あ
っ
た
。
漁
業
者
側
は
、
調
整
池

で
春
か
ら
夏
に
大
発
生
す
る
ユ
ス
リ
カ
の

映
像
を
上
映
。
「
淡
水
化
さ
れ
た
調
整
池
で

有
機
物
が
異
常
に
増
え
た
こ
と
が
原
因
」
と

指
摘
し
、
開
門
に
よ
る
水
質
改
善
が
必
要
と

訴
え
た
。 

 

原
告
の
代
理
人
弁
護
士
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
示

し
な
が
ら
意
見
陳
述
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ユ

ス
リ
カ
（
体
長
約
５
ミ
リ
）
の
蚊
柱
は
高
さ

数
メ
ー
ト
ル
～
１
０
メ
ー
ト
ル
。 

恐怖のユスリカ異常発生！法廷で明らかに！ 

「
近
年
、
調
整
池
に
注
ぐ
本
明
川
の
水
質

は
改
善
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
調
整
池

で
は
光
合
成
生
物
に
よ
り
有
機
物
が
生

産
・
蓄
積
さ
れ
て
水
質
悪
化
が
続
き
、
こ

れ
が
ユ
ス
リ
カ
大
発
生
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
。 

調
整
池
は
水
位
を
平
均
海
面

マ
イ
ナ
ス
１
メ
ー
ト
ル
に
保
つ
た
め
、
川

か
ら
流
入
し
た
分
を
捨
て
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
汚
染
水
は
頻
繁
に
諫

早
湾
に
排
水
さ
れ
、
海
に
も
悪
影
響
を
与

え
て
い
る
。 

調
整
池
は
、
現
状
の
人
為

的
水
質
改
善
で
は
環
境
基
準
を
ク
リ
ア

す
る
の
は
、
先
例
か
ら
見
て
も
不
可
能
で

あ
り
、
開
門
に
よ
り
海
水
を
入
れ
て
本
来

の
自
然
に
近
づ
け
る
の
が
最
良
の
策
で

あ
る
。」 

  

【
毎
日
新
聞
２
０
１
１
年
１
１
月
９
日
】 

 
 

農
林
水
産
省
は
９
日
、
国
営
諫
早
湾

干
拓
事
業
の
開
門
調
査
を
巡
り
、
開
門
訴

訟
で
勝
訴
し
た
佐
賀
県
の
漁
業
者
ら
の

原
告
弁
護
団
側
に
対
し
、
鹿
野
道
彦
農
相

が
次
回
の
協
議
に
出
席
す
る
こ
と
を
伝

え
た
。
同
省
は
年
内
に
協
議
を
行
う
方
向

で
、
弁
護
団
側
と
調
整
す
る
。 

 

協
議
へ
の
農
相
の
出
席
に
つ
い
て
は
、

今
月
１
日
に
行
わ
れ
た
前
回
協
議
で
弁

護
団
側
が
求
め
、
同
省
が
「
９
日
ま
で
に

出
席
の
可
否
を
回
答
す
る
」
と
し
て
い

た
。
弁
護
団
側
は
、
９
月
に
鹿
野
農
相
が

開
門
に
反
対
す
る
長
崎
県
と
の
協
議
に

出
席
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
な
ぜ
、

我
々
と
の
協
議
に
は
出
て
こ
な
い
の
か
」

と
し
て
い
た
。 

 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

よ み が え れ ！  

有 明 訴 訟 弁 護 団

( 後 藤 富 和 ）発行

092-512-1636 

090‐9602‐0700 

堤
防
上
に
６
キ
ロ
に
渡
り
立
ち
並
ぶ
日

も
あ
る
。
ユ
ス
リ
カ
を
捕
食
す
る
ア
シ
ナ

ガ
グ
モ
も
大
発
生
し
て
い
る
。 

弁
護
士
は
「
調
整
池
で
は
ア
オ
コ
が
発

生
し
、
光
合
成
で
作
り
出
さ
れ
た
有
機
物

を
ユ
ス
リ
カ
が
食
べ
、
大
発
生
に
つ
な
が

っ
て
い
る
」
と
主
張
。 

「
開
門
に
よ
り
海
水
を
入
れ
自
然
に
近

づ
け
る
の
が
最
良
の
策
」
と
訴
え
た
。 

【
１
１
月
７
日
の
意
見
陳
述
よ
り
】 

「
緑
白
色
の
煙
の
よ
う
に
見
え
る
の
は
、

調
整
池
か
ら
発
生
し
た
ユ
ス
リ
カ
の
蚊

柱
（
群
飛
）
で
あ
る
。
」「
蚊
柱
の
高
さ
は

時
と
し
て
数
メ
ー
ト
ル
に
及
」
び
、
「
潮

受
け
堤
防
上
６
キ
ロ
に
渡
っ
て
立
ち
並

ぶ
日
も
あ
る
。
」「
陸
橋
の
手
摺
」
や
「
小

長
井
の
コ
ン
ビ
ニ
の
自
販
機
、
外
の
窓
や

壁
に
び
っ
し
り
と
群
が
り
、
窓
の
桟
に
は 

折
り
重
な
る
よ
う
に
溜
ま
っ
て
い
る
。
」 

「
大
量
の
ユ
ス
リ
カ
を
求
め
、
ア
シ
ナ
ガ

グ
モ
が
歩
道
橋
に
集
ま
っ
て
い
る
。
異
常

な
個
体
数
の
ユ
ス
リ
カ
が
異
常
な
個
体
数

の
ア
シ
ナ
ガ
グ
モ
を
生
じ
て
い
る
。」 

 

「
調
整
池
に
は
、
川
か
ら
栄
養
塩
が
流

れ
込
み
、
水
の
流
れ
が
停
滞
す
る
た
め
、

ア
オ
コ
の
よ
う
な
光
合
成
生
物
が
生
産
す

る
有
機
物
が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
。
調
整
池

の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
科
学
的
酸
素
要
求
量
）
は
８

に
達
し
、
日
本
で
最
も
汚
染
さ
れ
て
い
る

湖
沼
の
一
つ
で
あ
る
。」 

 

「
ユ
ス
リ
カ
の
幼
虫
は
ヘ
ド
ロ
中
の
有

機
物
を
食
べ
て
育
つ
。
」
「
ヘ
ド
ロ
の
塊
を

ほ
ぐ
し
て
い
く
と
ユ
ス
リ
カ
の
幼
虫
が

次
々
と
現
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
判
る
よ

う
に
、
ユ
ス
リ
カ
の
大
発
生
の
原
因
は
調

整
池
の
淡
水
化
に
よ
る
有
機
物
の
異
常
な

増
大
（
汚
染
）
に
よ
る
。
」 

 
 

 

こ
れ
が
「新
し
い
生
態
系
」の
実
態
だ 

 

農
水
大
臣
と
の
面
会
で
早
期
開
門
へ
！ 

 
 


